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千葉県理学療法士会市原ブロック広報誌

FACE

千葉県理学療法士会市原ブロックでは、2024年度も
様々な活動に取り組んできました。ダイハツ自動車様と
コラボした地域住民への研修会や、市内の大型ショッピ
ングモールでの歩行体力測定会、帝京平成大学健康医療
スポーツ学部より、スポーツ現場の第一線でご活躍され
る田中先生をお招きして、市原ブロックでは初となる、
スポーツに関する理学療法の研修会を行いました。その
他、専門職研修会等の研修会において、多職種との連携
も取りつつ、活動を行ってまいりました。また、２０２
５年度最初の研修会として、新人さんを交えた市原ブ
ロック交流会も開催されました。

2024年度

活動報告

4月コアメンバー会議
5月千葉県士会新人歓迎セミナー参加
6月交流会（施設紹介・新人紹介・近況報告）・広報誌発行
8月コアメンバー会議
9月ブロック主催更新研修会
10月 健倖フェスタ参加・コアメンバー会議
11月交流会（施設紹介 予定）
12月広報誌発行（予定）
1月コアメンバー会議
3月PT部門代表者会議
未定 広域支援センターと専門職研修会を2回程度開催予定

2025年度活動スケジュール

～２０２５年度市原ブロック交流会[6/19]～
市原ブロックコアメンバーに、帝京平成大学佐藤先生を、
新たに迎え、臨床と教育の強化を目指します。

ダイハツ自動車様との研修会の様子(2024年度)

帝京平成大学田中先生 野球肘並びに肘検診について研修会(2024年度)



私たちは、入院早期から各診療科と連携して多肢にわたる疾患に対し急性期のリ
ハビリテーションを行っています。中央リハビリテーション部には理学療法士12名、作
業療法士7名、言語聴覚士3名が在籍しており、可能な限り早期から他職種と連携し、

リハビリテーションの介入を行い、身体機能や生活動作能力の向上を図り、住み慣
れた環境への退院、社会復帰を支援しています。さらに、病院理念である「地域の
人々、勤労者の方々に高度で安全な医療を提供する」ため、50以上の地域医療を支

える病院（老健等含む）と連携しております。また、新人研修・人材育成研修、専門職
としての成長を支援しやすい環境、心理的安全性が保たれた、働きやすい環境を目
指しています。

千葉ろうさい病院 中央リハビリテーショ部
部長 出田 良輔

施設紹介 千葉ろうさい病院

市原ブロック広報誌発刊に寄せて 市原ブロック長（五井病院） 齊藤充郎

認定・専門PT Newcomer Ichihara PT

【リハビリテーション病院さらしな】

氏名：田中 白飛 (たなか はくと)

出身地：千葉県松戸市

趣味：音楽鑑賞・スノーボード

特技：幼少期から競技用トランポリン
をやっています

PTなるきっかけ：身内が入院した際
にお世話になっていたため

今後の豊富：自分も患者様も楽しんで
リハビリを行えるように知識・技術を
身につけたいです。
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市原ブロックにおける顔の見える連携を目指して

千葉県理学療法士会の田中会長がブロック化を推進し、市原ブロックが発足してから約６年が経ちます。改めて
士会ホームぺージを見ると、昭和４６年に千葉労災病院にて千葉県理学療法士会結成式が行われたとの記載が
あります。市原から始まった千葉理学療法士会の活動ですが、半世紀以上が経ち、当時とは比較にならないくらい
多くの理学療法士が市原市で活躍しているのではないでしょうか？一方、なかなか『顔』がみえにくくなっている側
面もあるのかと思います。今回、広報誌の発刊は、少しでも『顔』が見えやすくなればとブロック役員と共に考え、制
作に至りました。アナログ媒体での配布も検討しましたが、ペーパーレスの時代の中で、多くの皆様の目に留まる
ような形態を模索しながらのスタートとなります。多くの会員の皆様の活躍を『見える化』して、『つながり』のきっか
けになるよう期待しております。ご多忙の中かとは思いますが、ご一読お願い致します。

循環認定理学療法士として，地域医療における心大血管
疾患患者の予後改善と生活の質の向上を目指し，心臓リハ
ビリテーション（以下，心リハ）の充実に取り組んでいま
す．現在，当部内の心リハワーキンググループに所属し，
心不全や冠動脈バイパス術，弁置換術後の診療マニュアル
の作成，患者指導用パンフレットの作成，ガイドラインの
読み合わせなどを通じて，質の高いリハビリテーションの
提供を目指しています．また，今年4月には，当院循環器
内科医の主導のもと，リハビリテーション部と連携して
「心臓リハビリテーションチーム（仮称）」を立ち上げま
した．今後も，循環認定理学療法士として多職種連携の中
心的役割を果たしながら，チームの発展と心リハのさらな
る推進に貢献できるよう尽力してまいります．

【循環認定理学療法士として心
臓リハビリテーション推進への
取り組み】

帝京大学ちば総合医療センター
リハビリテーション部 
理学療法士 柴田大輔 様
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